
各学校の教務主任（研究主任）の先生方を対象に、「各種学力調査の分析と分析結果をもとにした授業改善」につい
て研修を行いました。

＜講義テーマ＞
各種学力調査の分析について～多面的・多角的に分析し、授業改善へ～
＜講義内容＞
①分析の目的について
②各種学力調査の検証・改善の進め方について
③全国学力・学習状況調査について
④各種帳票について（クロス集計について・S－P表について）

講義
協議

（参加者の感想）
・クロス集計やSーP表をもとにした分析方法と活用方法を、とても分かりやすく説明してく
れたので、分析について深く学ぶことができました。これまでのマイナスのイメージから、
自分自身の課題解決にもつながるプラスのイメージがもてるようになりました。

・児童（生徒）質問紙と国語・算数（数学）の学力調査の結果をクロスさせて、その結果か
ら考察することで、生活面と得意・苦手分野の関わりが見えてきたり、教科間の共通点や
相違点を発見することができたりすることが分かりました。様々な視点で考察し、他の先
生方とすり合わせていくことで、より確かな分析になります。そこから様々な課題を浮き
彫りにすることができ、校内体制と照らし合わせながら対応可能な箇所を選択し、授業改
善を通して、その課題にアプローチしていくことができると思います。
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各種調査結果をどう分析するか

→②次に班を再編成し、担
当が異なる方々と①の内
容を踏まえて議論をし、授
業改善のポイントを整理し
ました。

分析したことをどのように授業改善につなげるか

←講義では、実際に全国学力・学習
状況調査問題を見る時間も設定し
ました。すでに解いていた方も多数
いましたが、他校種の問題も見るこ
とで、小中連携で大切にすべきこと
に気づくきっかけになりました。

→クロス集計やS－P表について扱
う際には、それらの手法をすでに学
校で活用されている参加者の方に
活用法を紹介していただいたり、実
際の結果を分析して考えを共有し
てもらったりしました。

＜協議テーマ＞
学力調査の分析結果をもとにした授業改善
＜協議・演習の目標＞
自市の取組の成果や課題を明らかにし、授業改善のポイントを考える
＜協議の流れ＞
①全国学力・学習状況調査結果分析（国語、算数・数学、児童生徒質問紙の担当に分かれて）
②国語、算数・数学、児童生徒質問紙の担当者による授業改善のポイント整理
③全体共有・まとめ

←①自分の校種における自
分の担当の調査結果を分析
し、同じ担当の方と意見を交
流しました。

↑③最後には他グループ
のまとめを見て回る時間も
設定し、様々な方策がある
ことを共通理解し、視野を
広げることができました。


